
巻頭言

本学は開学当初から、研究活動を推進するために様々な施策を講じてまいりました。その

経緯について簡単に言及いたします。

1997年 4月の開学直後から、初代学長の末松安晴先生は、研究遂行には大学院の早期設

置が不可欠であることを提唱され、1期生の卒業を待たずに開学 3年目の 1999年 4月に大

学院修士課程と博士後期課程を開設しました。加えて、質の高い、特に萌芽的な研究の遂行

には、研究者が自由に、創造的な研究を展開できる「場」が必要であるとして、同年に総合

研究所を開所しました。その後、本学は 2009年に公立大学となり、これを契機に、地域貢

献を強力に推進する地域連携機構を設立して、地域が抱える課題の解決を図ってきました。

研究の実施体制については、個人で行う研究を尊重しつつ、それと並行して、学術的・社会

的に注目度の高い特定のテーマに大学全体または学科組織で取り組む学長プロジェクトや学

科長プロジェクトも実施してきました。このようにして、本学は未来の社会に貢献できる研

究成果を創出してまいりました。

さて、本巻には 2つの特集テーマが組まれております。特集 1は、総合研究所の活動の報

告です。現在、総合研究所には 6つの研究センター、1つの創発的研究センター、4つの萌

芽研究センター／重点研究室、及び 1つの産学共創センターが置かれており、そのうち 3つ

の研究センターと 2つの萌芽研究センター／重点研究室の研究活動が報告されています。特

集 2は、2016年に立ちあがった「里山工学プロジェクト」に関するものです。現在の地域連

携機構には 3つの研究ユニットが組織されており、そのうちの 1つを構成する里山創成研究

ユニットからの 3件の活動報告が掲載されています。

本巻には他にも、2編の研究論文（うち 1編は査読を経た論文）と、2名の教員が海外研

修支援制度（教員の FDの一環であり、教育、研究の能力向上と国際的視野の拡大を図るた

めの制度）を活用して海外研究活動を行った内容が掲載されております。

本巻の記事を通じて、本学の活動の一端を知っていただければ幸いに存じます。

学長　蝶野成臣
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1. 脳コミュニケーション研究センター—脳科学をめぐる学際研究の場を目指して—
岩田誠,門田宏,繁桝博昭,島根大輔,竹田昂典,竹田真己,松崎公紀,
山中麻央子,吉田真一,渡邊言也,王瑞敏,中原潔
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8. 金峯神社の本殿移設プロジェクト
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伊﨑翼,森雅斗,小川景子

10. 「仕事人秘録」に見るキャリア選択
山田篤司
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